
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スタッフ＞ 
 

原作 ◎ヘルメ・ハイネ 

「きみがしらないひみつの三人」 

（徳間書店より） 

訳  ◎天沼春樹     

脚本・演出 ◎田辺剛（下鴨車窓） 

美術 ◎川上明子    

照明 ◎四方あさお 

衣装 ◎南野詩絵     

音楽 ◎佐藤容子 

音響 ◎四方あさお    

演出助手 ◎下出祐子 

宣伝美術 ◎中川貴雄（イラスト）・ 

太田貴子（デザイン） 

＜キャスト＞ 

宮川団 

はまだきよ 

高場哲也 

NPO法人松山子ども劇場 21第 113 回舞台鑑賞例会 

日時： 2021 年7 月17 日（土）17:00（開場 16：40） 

会場： 愛媛県男女共同参画センター 多目的ホール（松山市山越町） 

◆会員制ですが、この作品だけチケットで観ることができます。    

◆予約制です。事前申し込み（名前・連絡先・チケットの種類と枚数） 

をお願いします。定員 150 名になり次第締め切らせていただきます。 

主催： NPO 法人松山子ども劇場 21 松山市永代町 9-3-305 

℡・fax 089-９４５-００３１ E-Mail info@matsuyamakodomo.or.jp HP http://www.matsuyamakodomo.or.jp  

後援： 松山市 松山市教育委員会 愛媛新聞社 松山市文化協会 松山市小中学校 PTA 連合会 私立幼稚園連盟 中予私立幼稚園 PTA 連合会 

＜料金は本事業及び今後の当団体の運営資金にのみ使用し、利益配分を目的としたものではありません＞ 

＜チケット＞ 

子ども（3 才～19 才） 

1500 円 

おとな 2500 円 

mailto:info@matsuyamakodomo.or.jp
http://www.matsuyamakodomo.or.jp/


ある日、きみが生まれた。 

きみのところに三人のともだちがやってくる。 

アタマはかせ、ハートおばさん、いぶくろおじさん。 

三人は仲良しだけど、時々けんかしたり、 

誰かひとりがしょんぼりしたりする。 

三人とも黙り込んでしまうと、きみは病気になったりする。 

この三人は一日も休む事なく、きみの中で働き続ける。 

きみがはじめて立ち上がった日、 

泣いた日、笑った日、誰かを好きになった日も。 

きみがこの世からさよならする日まで。 

  

        

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松山子ども劇場 21 は  

いろいろな体験を通して 子どもたちが心豊かに育つことができるようにサポートしています 

3 密を避けて 舞台を楽しむために！ 

① 来場者には全員マスクの着用をお願いします。 

② 入場時には検温を実施します。 

③ 消毒液の設置をします。手指の消毒にご協力ください。 

④ 来場者全員の連絡先を控えます。 

⑤ 体調の悪い方には入場の制限をさせていただきます。 

⑥ ステージと観客席の距離を通常より広くとります。 

⑦ 観客収容人数を最大の半分以下に制限します。 

座席は充分な間隔をあけて座ります。家族は一緒に座ることも可能です。 

 

 

 
会員募集中！ 

どなたでも、いつからでも会員になることができます 

 

【入会金】 300 円 (入会時のみ) 

【会 費】 20 才以上 1,300 円／月  

4才～19才   700円／月 

 
【賛助会費】  個人  1,000 円／年 

3,000 円／年 

5,000 円／年  

団体 10,000 円／年 

＜１２月の舞台鑑賞例会＞ 

「やもじろうとはりきち」 人形劇 
くわえ・ぱぺっとステージ 

・12 月 12 日（日）昼公演 

   ＜3 月の舞台鑑賞例会＞ 

「チカパンの大道芸」  
パントマイム・プラネット 

  ・2022 年 3 月 6 日（日）昼公演 

☆これからの予定☆         

 

「親子キャンプ」（日帰り）           

 

１０月３１日（日）              
レインボーハイランド              

   

屋外で昆虫や植物を探し 

親子で楽しみます 

いぶくろおじさん 
 

うでききのコックできみが食べた
ものをもう一度料理してくれる。 

冷たいものはきみがおなかを壊さ
ないようにあたためてくれるし、熱
いものはフーフーさましてくれる。 

ハートおばさん 
 

きみの心にわいてくる、色んな気持
ちを世話してくれる。涙でびしょび
しょの気持ちはかわかしてくれる
し、けんかして壊れた気持ちは、 

のりで直してくれる。 

アタマはかせ 
 

きみが見たり聞いたりくんくん
して感じることを、みんなカー
ドに書き留めていく。いつでも

思い出せるように。 

ストーリー 


